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～力を伸ばすために頑張ってほしいこと～ 
 ４月８日（水）に入学式が行われ、８名の新入生が入学しました。新入生の保護者の皆様、あらためましてお子様の

ご入学おめでとうございます。大勢の人に囲まれ、ちょっと緊張気味の新入生８名でしたが、しっかりと返事をしな

がらお話を聞くことができていました。また、２年生は在校生の代表として「歓迎のことば」を堂々と発表することが

できました。もちろんそれ以外の学年の子どもたちもとても素晴らしい態度でした。 

入学式の校長式辞では昨年度と同様に「目標をもつこと」「挨拶と返事をすること」「友達や仲間を大切にすること」

「くつのかかとをそろえること」の４つを頑張って続けてほしい、という話をしました。いずれも簡単そうに見えます

が、継続するのは意外と難しいことです。でも、これからの人生を生きていく上でどれもきちんと身に付けてほしい

ことです。「挨拶・返事」「くつのかかとをそろえる」はおうちでも実践できることですので、ぜひご家庭でも続けられ

るよう声掛けをお願いします。 

また、始業式では２年生以上の子どもたちに向け、勉強をしたことをしっかり覚えるために取り組んでほしいこと

を話しました。ポイントは以下の３つです。 

①勉強したことを繰り返し何度も使う 

学習したことは一度脳内の「海馬」に格納され、そこから情報の重要度に応じて取捨選択され、重要な情報は大脳

新皮質に長期記憶として保存され、逆に重要度が低い記憶は数秒から数分で消えてしまうと言われています。では、

どのような情報が重要な記憶と判断されるのかというと「強い感情が伴う記憶」と「繰り返し使う記憶」なのだそうで

す。主体的に学ぶ・問題意識をもって学ぶ、そして学んだことを自分の言葉として発信する、家庭学習などで再度ま

とめてみる、ドリル学習に取り組む、等ということが大事だということになります。 

②睡眠をしっかりとる 

海馬から大脳新皮質への記憶の移動は、夜睡眠しているときに行われるのだそうです。だから睡眠時間をしっか

りとることが大事なのですね。（もちろん授業中に寝るのはダメですが…      ） 

③毎日朝ごはんを食べる 

ご存知の通り、脳が働くには「栄養」が必要です。朝ごはんを食べないと肝心な授業時間に脳が働きません。 

「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣は学力向上にも大いに結びつきます。これもぜひしっかり取り組んでいけるよう

よろしくお願いします。 

※始業式・入学式の様子はホームページでも紹介しています。ご覧ください。 
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郷土の誇りを胸に未来へ向けて 
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きたえ合う子ども 


